
第５３回　福島県中学校長会
研究協議会　相双大会

第２小主題　「主体的・対話的で深い学び」の実現

（学習指導）

石川支会テーマ

教科等の特質に応じた「見方・考え方」

を働かせた授業改善への校長の関わり

令和７年１０月１０日（金）ゆめはっと　多目的ホール

　

石川支会について
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第２小主題　「主体的・対話的で深い学び」の実現

（学習指導）

研究の方向と視点

・　同一テーマ、各学校の実態や特色を生かした取組

・　個々の指導力向上への校長の関わり

石川支会テーマ

教科等の特質に応じた「見方・考え方」を働かせた授業

改善への校長の関わり

研究の計画と方法

・　計画

　　方向性の確認、研究実践、共有・情報交換、考察、まとめ

・　方法

　　実態把握、授業像、授業改善、校内研修充実

石川支会テーマ

教科等の特質に応じた「見方・考え方」を働かせた授業

改善への校長の関わり

第２小主題　「主体的・対話的で深い学び」の実現

（学習指導）



Ａ校の実践：教科書の読み方に視点を当てた現職教育の取組
ませ方

１　リーディングスキルテストによる実態把握と校長の関わり　

Ａ校の実践：教科書の読み方に視点を当てた現職教育の取組
ませ方

２　目指す授業像の共有と校長の関わり　

広告、商品などの説明資料、取
扱説明書、パンフレット、行政機
関からのお知らせなど、さまざま
な種類の実用的な文章がある。



Ａ校の実践：教科書の読み方に視点を当てた現職教育の取組
ませ方

３　授業改善と校長の関わり　

Ａ校の実践：教科書の読み方に視点を当てた現職教育の取組
ませ方

４　校内研修の充実と校長の関わり

校内研修

① 授業の充実 ② 現職教育計画

③ 研究テーマの設定と研究
方法

④ 校内研修会

⑤ 研究物のまとめ ⑥ 中教研との連携



全国学調の中から特

徴的な問題を抜粋し

た資料を、全職員に

提示

Ｂ校の実践：全国学力学習状況調査を活用した授業改善の実
践

１　全国学力学習状況調査から見る伸ばしたい学力の視点と校

長の関わり

Ｂ校の実践：全国学力学習状況調査を活用した授業改善の実
践

１　全国学力学習状況調査から見る伸ばしたい学力の視点と　校

長の関わり

全国学調実施後、全校集会の中で校長から問題を提示

１　全国学力学習状況調査から見る伸ばしたい学力の視点と校

長の関わり



Ｂ校の実践：全国学力学習状況調査を活用した授業改善の実
践

２　目指す授業像の共有と校長の関わり

３　授業改善と校長の関わり

　

Ｂ校の実践：全国学力学習状況調査を活用した授業改善の実
践



Ｃ校の実践：授業状況を把握するためのアンケートの実施によ
る実践

課題の解決方法を自分で考える 88%

協力しながら解決し、考えを深める 97%

生徒から問いを引き出す 57%

振り返る時間の設定 65%

１　アンケート調査による実態把握と校長の関わり

２　目指す授業像の共有と校長の関わり

・　課題の設定と予想・見通しの時間

・　場面の設定

・　主体的な学びにするための工夫

・　対話的な学びにするための工夫

・　ふり返りシートの見直し、改善

Ｃ校の実践：授業状況を把握するためのアンケートの実施によ
る実践



３　授業改善と校長の関わり　

Ｃ校の実践：授業状況を把握するためのアンケートの実施によ
る実践

４　校内研修の充実と校長の関わり

　・　現職全体会や職員打ち合わせで共

通理解

Ｃ校の実践：授業状況を把握するためのアンケートの実施によ
る実践



１　アンケート調査による実態把握と校長の関わり　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｄ校の実践：学習・道徳アンケートからの実態把握及び分析に
おける校長の関わり

１　アンケート調査による実態把握と校長の関わり　

　　

Ｄ校の実践：学習・道徳アンケートからの実態把握及び分析に
おける校長の関わり



２　目指す授業像の共有と校長の関わり
　　

Ｄ校の実践：学習・道徳アンケートからの実態把握及び分析に
おける校長の関わり

Ⅰ　主体的な学習態度の育成（学びに向かう力・
人間性等の涵養）

Ⅱ　基礎・基本の徹底習得（生きた知識及び技能
の習得）

Ⅲ　「学び合い」による思考力・判断力・表現力等の
育成

Ⅳ　個別指導の充実

Ⅴ　現職教育の推進と充実

Ⅵ　ICTの活用

３　校内研修の充実と校長の関わり

　　

Ｄ校の実践：学習・道徳アンケートからの実態把握及び分析に
おける校長の関わり

・　現職教育のテーマのもと、各教科で

実践

・　経験者研修（初任研・5年研・中堅

研）や県や事務所主催による研修

への参加



１　アンケート調査による実態把握と校長の関わり

Ｅ校の実践：校内研修の充実と授業改善に向けた意識改革

２　授業改善と指導力の向上への校長の関わり

Ｅ校の実践：校内研修の充実と授業改善に向けた意識改革

・　日々の授業参観と指導・助言
・　現職委員会（週１回）、全体会（月１
回）における指導・助言

・　一人一授業や研究授業後の指導
助言（「学びの変革」授業デザイン
の活用）

・　各種調査の分析、考察と具体的な
手立ての提言



３　家庭学習の充実と校長の関わり

・　自己マネジメント力の育成【学校経営・運営ビジョンに明記】
（生活ノートの変更と活用の見直し）

・　保護者の意識改革や啓蒙
　（学校HPや学校通信で情報発信）
・　週末課題の工夫（学年で計画）
・　自主学習ノートの質の向上
（できない生徒には個別の課題
提示や町雇用の学習支援員の活用）

Ｅ校の実践：校内研修の充実と授業改善に向けた意識改革

４　校内研修の充実と校長の関わり

Ｅ校の実践：校内研修の充実と授業改善に向けた意識改革

・　現職教育全体計画や運営に関す

るアドバイス

・　授業改善と指導力向上に向けた

指導や助言

・　研究成果の検証

【研究物（地区中教研）の作成】



研究の成果と課題

成果として

１　教科特有の教科書の読み方を共通理解

２　実生活と結びついた教科指導の在り方

３　課題解決の手立てを共通理解

４　道徳の価値項目を踏まえた授業改善

５　課題意識や情報の共有、実践事項の明確化

研究の成果と課題

課題として

１　研究授業から日常の授業への展開

２　実技教科の特質に応じた「見方・考え方」

３　小規模校のため、教科担任が１名



まとめ

１　各種調査やアンケート実施による実態把握

２　校内現職教育委員会、現職全体会を通した取組

３　教科の違いによる難しさ


